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むず瀞~(I@いでる醸し品切 組み航路ゆをわ臥
おんな爪のおもちゃは鱈き？こども記者1~~1.Jf.、

じぷん

自分の好きな動物をデザインに、糸のこで板を切

り抜き、組み木のおもちゃを作りました。先生は、組み木

怠もちゃを作り出したデザイナー、小黒三郎さん｛ワ8)

＝倉敷市＝と、小黒さんの作昂を

展示する館を自宅に作った、池

田憲一郎さん（6ワ｝＝中野市、組

み木おもちゃを子どもに教え続け

ている白川雄三さん（64）＝茅野

市。汗だくで、自分だけの作昂を

完成させたよ。
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ハムスターが親子でねているようすをかきましだ。

糸のこぎりで切ってみると、すごくむずかしくて、思

い通り｜こいかず、はみだしてしまったりしだけれど、

がんばってできましだ。色をぬって完成しましだ。

こんな｜こむずかしいとは思いもよら毛よかったので、

びっくりしました。プラスチックや、機械で作るおも

ちゃがふえているけれど、未を語い、白・s-の宇で括る

組み木のあ包ちゃの先生たちは、すごいと思いましだ。

r『しぜんの永でかわいいおもちゃU

~ 松本夏奈記者属島市2釦

きょうしつがはじまっ芝とき、どきどきしましだ。

むずかしくて怠いてしまっ芝ので、ちょっとくやしかつ

だけれど、先生がてつだってくれて、がんばりましだ。

できだら、目をいれて、色ちぬりまし定。一ばんをき

めるとき、わくわくしまし疋が、ほかの人に怠りまし

走。

いちばん心｜このこったことは、しぜんの木をつかっ

て、かわいいおもちゃをつくれたことで寸。こんどは、
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小黒さんは、いろいろなことを教えてくれまし走。

中でも、 3Hのことが頭｜こ残っています。

3 HI志、頭と手、心のことです。先生が、 「組み木

作りで一番、体のどこを使つだかな？」と聞いた時、

頭を使っ芝ことは分かりまし定が、ほかは思い当芝り

ませんでし定。でも、小黒さんの言葉を聞き、よく分

かりました。心は、遊ぶとき｜こもよく使うし、人の心

を思いやったり、想像する、すばらしいところだと思

いましだ。

：『仰で尚子ないJ J 
井上広章記者長島市計

｜まくが作つだのは犬の親子です。母犬が、子犬をか

かえているよう怠形です。一番うまくできだのは子犬

で、生まれたてのよう！こ、かわいらしくできましだ。

小黒先生は、 「頭、手、心の三つを大切に、考え主ょ

がら作りましょう」と話しました。そして、形が簡単

であきず、遊び方がいろいろできるのが、組み木おも

ちゃの特ちょうだと、教えてくれまし芝。

r r話量にプレゼント』 1 

I 池田亜加理記者山コ尚討5年｜

小黒さんや池田さんが、やさしく教えてくださいま

し芝。私は「ネコの親子」を作りましだ。お母さんネ

コのぜ中巳、手どもが乗っています。

作り終わって休んでいだら、小黒さんがいらっしゃ

り、 「まりをつけようか」といい、残つだ木巴、丸を

かいてくださいましだ。まりを足すと、ぐんと良＜毛よ

りましだ。うれしかったし、やっぱり小黒さんはすご

いなあ、と思いまし定。できあがっ芝組み木は、友達

lこあげようと思います。主よかないでつくりたいです。
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